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万
九
千
社

立
虫
神
社

社

報

ま
く
せ
の
や
し
ろ

た
ち
む
し
じ
ん
じ
ゃ

神
戸
の
郷

か

む

べ

さ

と

第
七
〇
号

令
和
二
年
秋
［
発
行
］

令
和
二
年
九
月
吉
日

代
宮
家

（
錦
田
）

よ

こ

や

今
季
の
祭

立
虫
神
社

秋
祭(

兼)

疫
病
退
散
祈
願
祭

皆
様
お
変
わ
り
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

厳
し
い
残
暑
が
続
き
ま
す
が
、
季
節
は

よ
う
や
く
実
り
の
秋
を
迎
え
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。

二
日
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
る
当
社
の
秋

祭
り
は
、
稲
を
は
じ
め
と
す
る
農
作
物
が

豊
か
に
収
穫
で
き
た
こ
と
、
農
業
を
は
じ

め
、
工
業
、
商
業
な
ど
全
て
の
産
業
が
順

調
に
運
ん
で
い
る
こ
と
、
日
々
平
和
に
暮

ら
し
て
い
け
る
こ
と
な
ど
を
氏
神
さ
ま
に

感
謝
と
祈
願
を
す
る
お
祭
り
で
す
。

氏
子
地
域
に
住
む
全
て
の
人
々
が
心
を

合
わ
せ
て
奉
仕
す
る
、
一
年
で
最
も
重

要
な
お
祭
り
で
、
「
大
祭
」
と
呼
ば
れ

た
い
さ
い

て
い
ま
す
。

神
様
と
神
社
の
側
か
ら
言
え
ば
、
縁

あ
っ
て
神
立
・
千
家
に
暮
ら
す
全
て

の
人
が
「
氏
子
さ
ん
」
で
す
。
ど
な

た
も
遠
慮
な
く
お
参
り
の
う
え
神
様

に
感
謝
と
祈
り
を
捧
げ
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
こ
の
お
祭
り
に
あ
わ
せ
、
現
在

も
国
内
外
で
災
厄

を
も
た
ら
し
て
い

る
悪
し
き
疫
病
の

一
刻
も
早
い
終
息

を
祈
る
特
別
祈
願

祭
も
執
り
行
い
ま

す
。

十
月
三
日
（
土
）

一
、
子
祷
神
事

こ

と

う

の

し

ん

じ

一
、
氏
子
入
り
奉
告
祭

午
後
三
時
よ
り

令
和
元
年
八
月
一
日
か
ら
今
年
の

七
月
三
十
一
日
頃
ま
で
に
誕
生
さ
れ

た
神
立
千
家
の
子
供
さ
ん
と
そ
の
家

族
が
参
拝
し
、
皆
の
健
や
か
な
成
長

を
お
祈
り
し
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
の
秋
祭
り
以
後
、
新

た
に
正
式
な
氏
子
と
し
て
仲
間
入
り

さ
れ
た
皆
様
に
も
御
昇
殿
い
た
だ
き
、

御
神
縁
に
感
謝
し
て
、
末
永
い
幸
せ

を
お
祈
り
す
る
奉
告
祭
を
執
り
行
い

ま
す
。

※
当
該
の
方

は
、
平
服
（
背

広
ネ
ク
タ
イ
等
）

で
時
刻
ま
で
に

御
参
集
下
さ
い
。
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一
、
前
夜
祭

・
深
津
一
統
祭

午
後
六
時
よ
り

・
竹
内
一
統
祭

午
後
七
時
よ
り

立
虫
神
社
へ
合
祀
さ
れ
た
千
家
の

客
神
社
に
ゆ
か
り
深
い
氏
子
の
竹
内

一
統
、
古
く
か
ら
万
九
千
社
に
ゆ
か

り
あ
る
神
立
の
深
津
一
統
が
昇
殿
参

拝
し
ま
す
。

大
祭
前
夜
に
あ
た
り
、
一
族
挙
げ

て
感
謝
と
祈
り
の
ま
ご
こ
ろ
を
捧
げ

ま
す
。十

月
四
日
（
日
）

一
、
大
祭

祭
典

(

兼)

疫
病
退
散
祈
願
祭

午
前
九
時
よ
り

秋
祭
り
で
最
も
重
要
な
祭
典
で
す
。

宮
司
以
下
の
神
主
・
氏
子
代
表
が

昇
殿
し
、
古
式
に
則
っ
て
厳
か
に
御

奉
仕
し
ま
す
。

御
神
前
に
た
く
さ
ん
の
お
供
え
物

を
し
て
、
氏
神
さ
ま
を
お
も
て
な
し

し
、
宮
司
が
祝
詞
を
奏
上
し
、
皆
が

の

り

と

玉
串
を
捧
げ
て
感
謝
の
気
持
ち
を
お

伝
え
し
て
人
々
の
幸
と
速
や
か
な
疫

病
退
散
を
祈
り
ま
す
。

※
※
氏
子
さ
ん
の
う
ち
、
秋
祭
り
の

お
供
え
、
お
米
当
番
の
方
は
、
午
前

一
〇
時
三
〇
分
～
正
午
頃
ま
で
に
神

社
へ
お
供
え
、
御
参
拝
下
さ
い
。

今
年
は
、
恒
例
の
秋
祭
の
御
札
、
御

洗
米
の
ほ
か
、
紅
白
餅
、
特
別
授
与

品
と
し
て
家
内
安
全
・
疫
病
退
散
を

祈
願
し
た
破
魔
弓
矢
を
無
償
頒
布
し

ま
す
。
頒
布
品
の
重
量
が
か
さ
み
ま

す
こ
と
を
御
承
知
お
き
下
さ
い
。

一
、
御
神
幸

み

ゆ

き

本
殿
祭
の
後
、
午
前
一
〇
時
二
〇

分
頃
に
神
社
か
ら
元
宮
へ
向
け
て
、

御
分
霊
を
神
主
が
捧
持
し
、
総
代
ら

の
行
列
が
出
発
。
元
宮
で
の
御
旅
所

祭
を
経
て
、
午
後
〇
時
半
頃
に
神
社

へ
帰
着
、
還
幸
祭
を
行
い
ま
す
。
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今
年
は
、
疫
病
感
染
予
防
の
た
め

例
年
の
小
学
一
年
生
が
ひ
く
お
神
輿

や
神
和
会
千
神
会
の
奉
仕
に
よ
る
御

獅
子
、
番
内
、
茶
立
て
姫
な
ど
の
賑

々
し
い
祷
練
り
神
事
の
行
列
、
神
事

華
、
餅
撒
き
は
、
や
む
を
得
ず

全
て

取
り
止
め
ま
す
。

一
、
神
楽
奉
納

か

ぐ

ら

午
後
一
時
半
頃
よ
り
夕
刻
ま
で

◆
午
後
一
時
半
頃
～

出
雲
神
楽

万
九
千
社
立
虫
神
社
神
代
神
楽
社
中

七
座
よ
り

「
清
米
」（
き
よ
め
）

「
四
方
剣
」（
剣
舞
）

「
悪
切
」（
あ
く
ぎ
り
）

◆
午
後
三
時
二
〇
分
頃
～
御
神
楽

『
浦
安
の
舞
（
う
ら
や
す
の
ま
い
）
』

神
立
千
家
氏
子
小
学
生
女
子
有
志

◆
午
後
四
時
頃
～

保
育
園
の
神
楽

『
す
さ
の
お
の
命
の
や
ま
た
の
お
ろ
ち
退
治
』

あ
い
川
保
育
園
社
中

◆
午
後
五
時
頃
～

出
雲
神
楽

神
能
よ
り

『
茅
の
輪
』（
ち
の
わ
）

須
佐
之
男
命
の
悪
疫
悪
魔
退
散
の
神
楽

万
九
千
社
立
虫
神
社
神
代
神
楽
社
中

《
あ
と
が
き
》

▼
疫
病
…
日
本
と
世
界
の
人
々
は
有
史
以

来
、
幾
た
び
と
そ
の
災
禍
を
克
服
し
、
た

く
ま
し
く
生
き
抜
い
て
き
ま
し
た
。
▼
こ

こ
出
雲
地
方
の
歴
史
を
紐
と
い
て
も
、
古

代
以
来
、
コ
レ
ラ
や
赤
痢
、
結
核
、
ス
ペ

イ
ン
風
邪
な
ど
重
篤
な
病
状
を
も
た
ら
す

悪
疫
を
幾
た
び
も
乗
り
越
え
て
き
た
よ
う

で
す
。
▼
明
け
な
い
夜
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
こ
は
一
つ
、
疫
病
の
力
を
甘
く
見
ず
、

か
と
い
っ
て
過
度
に
恐
れ
ず
、
皆
が
正
し

い
知
識
と
行
動
を
共
有
し
な
が
ら
乗
り
切

っ
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。
▼
そ
し
て
感
染

者
や
そ
の
家
族
、
関
係
者
に
対
す
る
偏
見

や
差
別
は
実
に
愚
か
な
こ
と
で
す
。
絶
対

に
避
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
▼
ど
う

か
今
年
の
秋
祭
り
が
恙
な
く
齋
行
さ
れ
、

疫
病
退
散
の
願
い

が
一
日
も
早
く
天

地
の
神
様
に
届
き

ま
す
よ
う
に
…
。

（
文
責

宮
司

錦
田
剛
志
）
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〔
典
拠
〕

『
山
陰
中
央
新
報
』

令
和
二
年
八
月
六
日
（
木
）
朝
刊
転
載

★
去
る
八
月
四
日
（
火
）
、
縁
結
び

箸
で
有
名
な
有
限
会
社
ひ
ら
の
屋
さ

ん
が
祈
願
主
と
な
り
、
全
国
か
ら
寄

せ
ら
れ
た
約
一
七
〇
〇
膳
の
お
箸
の

お
焚
き
上
げ
祭
を
行
い
ま
し
た
。

★
今
年
は
初
回
。
時
節
柄
、
広
報

を
控
え
ま
し
た
が
、
疫
病
終
息
後
は

多
く
の
方
々
に
こ
の
祭
事
を
知
っ
て

頂
き
、
盛
大
に
奉
納
者
の
除
災
招
福
、

弥
栄
を
お
祈
り
し
て
参
り
ま
す
。

地
元
の
皆
様
に
も
御
理
解
と
御
協

力
、
御
参
拝
い
た
だ
き
、
末
永
く
齋

行
で
き
ま
す
よ
う
念
願
し
て
い
ま
す
。


